
学校だより 令和３年９月２日
足利市立第三中学校

９月号 生徒数：１９０名

三中HP 発行者：髙木秀和

アクセス
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突き抜ける青空と白く輝く太陽、蝉の声、ラジオ体操とそのカード、学校のプールの塩素の香り、駄菓子屋の軒先に揺れる
氷の旗、サイダーの瓶がまとう滴、夏祭りの屋台と神楽、八木節の太鼓と笛の音、そして足利の花火大会、視覚嗅覚をともな
う切り取られたイメージが溢れては連続し、かつて子どもの頃を思い出すと、夏休みが始まる前のウキウキした気持ちは、今でも
感覚的に残っています。そして、対照的に第２学期が始まる前夜の慌ただしさと残念な気持ち、こちらの憂鬱さも健在です。
冬の寒さに耐え、春の柔らかな季節に包まれ、さまざまな生命が大地に発する夏、感じ方には個人差がありますが、日本の

夏、とくに一ヶ月以上の長期休業を迎える児童、生徒、学生にとってその意義、気持ちの高揚は大きなものでしょう。コロナ禍で
の様々な規制、メディアから日々発信される情報など、２年前以前のような単純に心躍る夏ではなかったと思います。そして、
分散登校という形で２学期は始まりました。夏休み明けの憂鬱さに、心折れる子がいないか、教職員一同、一人ひとりと向き合
い、寄り添っていきます。今後も、コロナ禍の状況に応じての変更や規制に対応しつつ、生徒の安全を第一に考えて学校での
教育活動を展開していきますので、ご協力のほどよろしくお願いします。

２学期 始業式 学年代表の言葉（夏休みの反省と２学期の抱負）
１年２組 ３３３３３３ くん ９／２（木）
頑張りたいことが二つ。一つ目は部活動。新人大会に向けて体力、技術力を

高めチーム全体で協力して県大会を目指したい。二つ目は勉強。毎日の自主学
習で１学期よりもレベルが高い問題に挑戦、挙手や発言も積極的にしたい。
２年１組 ３３３３３３ くん ９／２（木）
頑張りたいことが三つ。一つ目は駅伝。優秀、個人では区間賞を目指しチー

ム練習と自主練に励む。二つ目は運動会。クラスや学年で団結して全力で取り
組む。三つ目は合唱コンクール。クラス全員で一つの曲を創りあげていきたい。
３年２組 ３３３３３３ くん ９／１（水）
水泳と勉強を両立、関東大会ではベストを尽くせた。頑張りたいこと、二つ。

一つ目は勉強。授業に集中して疑問点を残さず、毎日入試対策に取り組む。二
つ目は行事、体育祭、合唱、修学旅行、全力で仲間と最高の思い出を創りたい。
３年２組 ３３３３３３ くん １学期終業式・２学期始業式 伴奏者
コロナ禍のため、終業式、始業式と校歌を歌えませんでした。教室に流れた

ピアノ伴奏は、３３君が、録音してくれたものです。仲間の演奏を聴きながら
学校に思いを馳せることができました。ありがとうございました。

総体県予選会について
男子バレー部 バトミントン部男子団体７／２８（水）大田原
７／２６（月）日環アリーナ栃木 市県北体育館 個人ダブルス７／２９（木）
強豪チームに対して、ひる ブレックスアリーナ宇都宮 団体、ダブル

まず、一つ一つのプレーに思 スともに初戦から強豪校との対戦で
いを込めてボールを繋ぐこと したが、練習の成果を発揮し敏速な
に全力を尽くしました。 動きで、気持ちを込めた試合でした。
卓球 男子個人 シングルス （個人ダブルスは１年、３年の３３くん兄弟です。）

７／２９（木）日環アリーナ栃木 水泳 ７／２９（木）日環アリーナ栃木
攻守を俊敏に切り替え、一 １年３３くん、３年３３くんが、

点一点を積み重ね、粘り強く ともに自由形５０ｍ、１００ｍに出
相手の攻撃に迫ることができ 場し、それぞれの自己記録更新を目
ました。（３年３３くん） 標に力泳する姿を見せました。

県吹奏楽コンクール出場 ７／３０（金）
演奏曲は吹奏楽フェスティバルと同様、「うつくしの島」です。顧問、指揮者

の３３先生は、「演奏に幅が出て、調い、そこに一人ひとりの心がこもって、指
揮をしていてとても感動しました。」と嬉しそうに語っていました。

２０２１年関東中学校水泳大会 ８／７（土）、８／９（月）
神奈川県横浜市の横浜国際プールにて開催された同大会に、３年２組の

３３３くんが、栃木県の代表選手として参加しました。男子自由形５０ｍと
１００ｍの二種目に出場し、関東トップレベルの選手と記録を競いました。
初めての会場でしたが、ベストを尽くし自分の泳ぎができました。
第２９回全国中学生空手道選手権大会 ８／２０（金）～２２（日）
山口県山口市の維新百年記念公園内にある維新大晃アリーナにて開催された同大

会に、３年１組の３３３３くんが栃木県の代表選手として参加しました。途中膝を
負傷しましたが、技と気持ちををつなぎ、男子個人組手ベスト１６位という結果を
残しました。 青山くん、小野くん



２学期 修学旅行や主な行事への心構えについて
３年生は、総合学習の時間を中心に、修学旅行の学習に励みながら実施

に向けた準備を進めています。１、２年生（３年生吹奏楽部、美術部）は部活
動の新人地区大会や各コンテスト、コンクールに向けて８／１７（火）まで、練
習や制作を続けてきました。さらに、生徒会本部役員さんを中心に体育祭の企
画、個人では、英語スピーチコンテストや少年の主張等、皆さんがそれぞれ
の場面で、準備をすすめていることがあります。皆さんの、努力と期待に応える
べく、現段階では、それぞれの行事が無事に実施できる状況になることを願う
ばかりです。ただ、このコロナ禍において、何事もにも云えることですが、突然の
中止や変更は否めません。
今、生徒皆さんに心構えとしていて欲しいことが一つあります。それは、きれいごとと云われるかも知れませんが、

「無駄なことは一つもない」ということです。例えば、英語スピーチ大会に向け、辞書と格闘しながら原稿をつくり、日
々暗記に時間を費やし、今度は発表の練習を繰り返し、その結果、直前で大会の中止が決まる。どうでしょう、皆さ
んはどう思いますか。「最悪だ」、「こんなに頑張ったのに、全て無駄になった」、こんな感情を、その中止の事実を
知った瞬間は持つかも知れません。仕方のないことです。ですが、「無駄なことは一つもない」、アイディアを生み出す
苦労、創り上げる苦労、身につける苦労、その苦労の積み重ね、自分の後ろにある努力の軌跡は何一つ奪われる
ことも、消えることもないのです。今の文の「苦労」を「喜び」に文を変えてみます。アイディアを生み出す喜び、創り上
げる喜び、身につける喜び、その喜びの積み重ね、自分の後ろにある充実した時間はいつも、あなたを支え、あなた
のこれからにプラスの栄養となっていきます。
言葉遊びと云われればそれまでですが、これからの時代、何か行事等に取り組む際、その目的の本質を捉え、

自分の目標を設定していくことがとても重要になってくると思います。「英語が好きだ、スピーチで自分の思いを多くの
人に伝えたい」というきっかけでスピーチに取り組み始める。スピーチ大会出場が決まった時に、当初の「思いを伝え
る」ことが目的なのか、大会で入賞することが目的なのかによって、目指す所は似ているようで違ってきます。練習の
過程で、自分の好きな英語にたくさん触れ、英語力もアップしていく。ここ、全ての取り組みにある「過程」がどんなに
素敵で大切かということに価値を見いだせれば、たとえ目指した大会が中止になっても、「努力が水の泡」などという
悲観的な結末は迎えないと思います。結果だけを追った時、良かれ悪しかれ、結果が出ればそこが終点になってし
まうこと、しまう人を少なからず見てきました。自分自身も経験しています。ですが、「過程」を重視し、「過程」を楽し
み充実することを第一にできる人にとって、ゴールは単なる通過点でしかないのです。
修学旅行に向けて学んだ知識、クラスでの学級活動における意見や考え等のコミュニケーション、それら一つ一

つが皆さん自身を一回り二回りと成長させています。そうでなくては、教育活動における学習旅行の意味がありませ
ん。誰しも、実現を願うことですが、「実施」「中止」に関わらず、今できることを明日に繋げ、苦労
や努力を喜びに変換し、準備の一切を、自分を高める素敵な時間としていけたら、心がより鍛えら
れると思います。このコロナ禍の時代、「無駄なことは一つもない」と捉え「心を鍛える」期間とできた
なら、この先のまだ不透明な時代を肯定的に前進していく、自分のエネルギーになると思います。

始業式 講話より 田中希実選手 ～読書好きな少女から五輪アスリートへ～
田中選手は１，５００ｍの決勝を３分５９秒９５で走りました。１００ｍ走なら１６秒で１５回連続休まずに走るのとほぼ同
じです。中距離種目には、種目独自の苦しさやハードさがあります。現在は、そんな過酷なレースに挑んでいる田
中選手ですが、こんな小学生の頃のエピソードがあります。
田中選手にとって、走ることは習慣でした。その原点は読書好きな少女時代にありました。彼女が、小学生だっ

たある日、学校から「歩きながら本を読むのは禁止」と注意があったのです。田中選手は、「がんばれヘンリーく
ん」や「赤毛のアン」など、大好きな本を読みながら通学していました。自宅から小学校までは約2・5キロです。学
校で読書をしながらの登校が禁止されてからは、暑い日も、寒い日も、本を読みたいという思いに、学校が終わ
ると走って帰宅するのが日課になっていました。田中選手は、幼少期は特に走るのが速いわけではありませんで
した。ランドセルを背負って、日によっては習字セットもあったりしましたが、一刻も早く家に帰って『本を読みたい』
と思って、走りつづけました。小学校高学年の時の夢は、作家になりたいということでした。原稿用紙30枚の童話
を書いて、コンクールに応募したこともあったそうです。現在コーチを務める父、健智さんからは「陸上でトップに
なれば、自分で何か物を書くことができるかもしれない」と言われたそうです。田中選手にとって陸上が、その夢
を叶える最適な「手段」だったのです。田中選手は、中学時代は自分が出場する夏の中学総体はもちろん知って
いましたが、高校生になるとインターハイという高校総体があることは知りませんでした。そして、高校時代は、
インカレ（学生選手権）という大学生のトップを競う大会の存在さえ知らなかったのです。ただ、「あの子に勝ちた
い」という、負けず嫌いの少女は、今、目の前で同じレースを走るライバルにだけ目を向け、その存在を越えるこ
とを繰り返してきました。その結果、成長した走りを発揮する舞台に、この東京オリンピックが加わったのです。
人が一つの事に夢中になると、結果として、大きな成長と、時には晴れ舞台が後に続くものですが、田中選手

の場合は、夢中になった読書がきっかけで、陸上競技の世界で大きな花を咲かせるという珍しい例です。ただ、珍
しいのは確かですが、ここから学べることは、何かに夢中になることが、そのものを突き詰めることもあれば、別
のもので自分の可能性を見いだすこともあるのだということです。誰もがオリンピックのような大舞台に立って
活躍できるわけではありませんし、そこが大切な所ではありません。ただ、人が何かを目指して、ある一定の期間
をかけ、心底頑張った時には、目立つ目立たない、成功、失敗に関わらず、それらよりも遙かに貴重な成長と体験
が、全ての人に平等に与えられるのだと思います。
ICTのより高次元での発展、様々なモノコトが日々進化する現代、コロナ禍の継続、地球温暖化等、良いことも

不安なことも共存する社会ですが、中学生の皆さんが、それぞれ自分の思い、いつしかは、志をもって好きなこ
とに夢中になれたら、夢の目的地へ、または別の目的地へ、いずれにしても、自分が努力したことが次のステップ
へ導いてくれると思います。

白月の薄雲透かし 涼 風ベランダ冷ます ここ そこ 虫の音 近く遠く
はくげつ うすぐも す りようふう さ むし ね ちか とお

蝉 短く轟き 烏 高く吠える 祭りなき後の静けさ 秒 針 床に語る
せみ みじかとどろ からす たか ほ まつ あと しず びようしん ゆか かた


